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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 令和４年度第１回長岡市高齢者保健福祉推進会議 

２ 開催日時 
令和４年 11 月 2 日（水曜日） 

午前 10 時 30 分から正午まで 

３ 開催場所 まちなかキャンパス長岡 ３０１会議室 

４ 出席者名 （委 員）本田委員長 川崎副委員長 穴澤委員 覺張委員  

小林啓一委員 小林守委員 佐藤委員 竹内委員 

西山委員 長谷川委員 古川委員 八子委員 

山﨑委員 

（事務局）福祉保健部長 福祉総務課長  

介護保険課長補佐（介護保険課長代理） 

     長寿はつらつ課長補佐（長寿はつらつ課長代理） 

 多世代健康づくり推進室長（健康課長代理） 

     長岡市社会福祉協議会事務局長 ほか関係職員 

５ 欠席者名 
岡村委員 鯉江委員 髙橋委員 鈴木委員 吉井委員 米山委員 

山田委員 

６ 議題 

⑴ 第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の進捗状況につ

いて 

⑵ 令和４年度介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について 
⑶ 地域福祉計画アンケートについて 

７ 資料 別添のとおり 

８ 審議の内容 

発言者 議 事 内 容 

 

福祉総務課長補佐 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇開会 

〇資料の確認 

 

〇委員長あいさつ 

本会議は、昨年度はコロナ禍の影響により書面開催となり、１年

以上ぶりの対面開催となる。こうやって皆さんと顔と顔を合わせて

息づかいを感じながら、一つの議論を進めていくいうのは、大変に

重要なことであり、対面開催となったことを大変嬉しく思う。 

今回は、令和３年度から始まった第８期高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画の進捗状況も交えながら、介護予防・日常生活圏域

ニーズ調査、地域福祉計画アンケートについても、皆さんから見て
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担当課より説明 

（福祉総務課長） 

（介護保険課長補佐） 

（長寿はつらつ課長補佐） 

（多世代健康づくり 

 推進室長） 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

多世代健康づくり 

推進室長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

長寿はつらつ課長 

補佐 

 

委員長 

 

長寿はつらつ課長 

補佐 

いただき、ご意見をいただけたらと思う。 

 

〇会議の傍聴・公開についての確認 

 ※傍聴者がいないことを確認。 

  会議が公開であることの説明 

 

〇議題（１） 

 第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の進捗状況につ

いて、事務局から説明願う。 

 

 （資料№1-1、1-2をもとに説明） 

 

 

 

 

 

 

ただいまの説明について、質問等あるか。 

 

健康課の事業について、高齢者の方への周知の仕方は事業ごとに

異なるのかもしれないが、例えば町内会経由なのか民生委員経由な

のか、個別の高齢者にどのようにして案内をされてるのか聞かせて

いただきたい。 

 

高齢者への周知は、携帯やスマートフォンといった媒体でも周知

をしているが、市政だよりや町内の回覧板、コミセンだよりに情報

を掲載してもらうことで PR している。また、ショッピングセンター

等へ、例えば介護予防のはつらつサークルのチラシを配布し、PR に

努めている。 

 

４ページの3－4で「オレンジカフェのない地域におけるリフレッ

シュの場、相談の場の設置に向けて関係者と検討を進める」とある

が、具体的にはどういったものがあるのか。 

 

今年度すでに豊田地区で長寿はつらつ課と、豊田のコミュニティ

センターとタイアップをして、オレンジカフェを実施中。 

 

今、カフェは全体的にいくつなのか。 

  

今年度は13ヶ所。長岡地域だと、住んでいるところの最寄の会場

にオレンジカフェがないという市民からのご意見をいただいたの
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委員 

 

 

 

福祉総務課長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

長寿はつらつ課・ 

介護総合事業係長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

長寿はつらつ課長 

補佐 

 

 

委員長 

 

 

長寿はつらつ課長 

補佐 

 

 

で、それに対応するために、長岡地域の中でも地区を選び、その地

区でのオレンジカフェを実施している。具体的なのが、先ほど申し

上げた豊田地区で、コミュニティセンターとタイアップして実施

中。 

 

それともう一つ、５ページの４。「介護老人福祉施設」の定員20人

の増床を行ったとあるが、これは１か所で行ったのかそれとも長岡

市全体で合わせて20床の増床をしたのか。 

  

長岡市全体でということで、１施設ではない。町田でプラス４床、

花園南でプラス16床という形でやっている。 

  

資料1－1の８ページの、「介護予防・生活支援サービス事業の推

進：訪問型サービス」の中で「地域住民や NPO 法人の専門職以外の

人材が新しい担い手となって高齢者を支える仕組みの構築に取り組

んでいく」とあるが、この地域住民や NPO 法人等を絡めた具体的な

動きを教えていただきたい。 

 

主に上段の介護予防訪問サービスは、事業所がメインになる。 

下段の生活サポート事業の委託分は、シルバー人材センターに委

託をしている。また生活サポート事業の補助分は、NPO の２団体へ

補助をしながら、生活サポートをお手伝いいただいているという状

況である。 

 

フェニックスネットについて伺う。「医師会をはじめ関係者と連

携し」とあるが、関係者というのは主にどういったところから話し

が来るのかということと、山古志地域へ伺ったときに、山古志地域

の方はフェニックスネットには参加しないとの声が聞かれたが、そ

の件について詳しく教えてもらいたい。 

 

山古志地域の件については初耳なので、それについてはお答えで

きないが、関係機関については、病院、診療所、歯科診療所、薬

局、それから介護事業所の方々になる。 

 

入る、入らないはそこの医療機関あるいはご本人が主体となると

いう理解でよろしいか。 

 

フェニックスネットの事務局は長岡市医師会が担っている。市民

の方が、このフェニックスネットに登録したい場合は、市のホーム

ページもしくはご自分が日頃利用されている診療所や、それから介

護事業所を通じて登録することも可能。また、市役所本庁舎の総合
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委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

福祉総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

福祉総務課長 

 

 

 

窓口、支所の市民生活課の窓口、私ども長寿はつらつ課の窓口でも

登録の申し込みは受け付けている。 

 

行政機関または市の医師会の方に申し入れれば登録はできるとい

うことで。 

その他質問等あるか。山崎委員。 

 

介護保険を利用する疾患の第１位は認知症になってかなり年数が

経っていると思うが、「認知症対応型共同生活介護」が立ち上がら

ないという状態にあるのに、何か思い当たる節があるか。 

 

手が挙がらないのは様々な要因がある。法人が事業所を整備する

が、コロナ禍によってそういった介護サービスを利用する方の動き

や、介護人材の問題、また今問題になってる資材の高騰等々もあ

る。様々な要因が複合的に絡み合う中で、法人としても現時点でな

かなか手を挙げづらいというのは長岡だけではなく、全国的な課題

と思っている。 

一方、長岡市としても、やはり必要な施設と認識しており、計画

期間もあるので、来年度再募集させていただきたいと思っている。 

 

 その他質問等あるか。 

 

 （なし） 

 

〇議題（２） 

令和４年度介護予防・日常生活圏域のニーズ調査について、事務

局から説明願う。 

 

 （資料№2-1、2-2、2-3をもとに説明） 

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について、今日皆さんにお諮

りした後で具体的に進めていくということだが、このアンケート

は、次期計画の基礎資料・データになるかと思う。質問等あるか。 

 

調査項目１の基本特性の性別に関する質問を削除しているのはな

ぜか。 

 

これは性の多様化など様々な要因があるが、長岡市もそういった

全国的な流れの中で、今回は項目を削除したということである。 

今回はあくまで計画の基礎調査という位置付けで、全体を把握す

る意味では性別の有無は必須ではないと思っている。 
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委員長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

副委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

福祉総務課長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

これは意見だが、９ページの調査項目で地域での活動があるが、

私も近くのプールなど運動するところへ行くと、皆さん積極的に動

かれている。行政以外にも民間のクラブ活動に行って体を動かす方

も大勢いらっしゃるので、そうした方の実態を捉えられたら良いと

思った。その他質問等あるか。 

 

資料 No.2－2の部分、調査票表紙の一つ目の黒丸の後段の部分に

「介護保険料を決めるための大切な調査です」という表現がある。

調査項目には確かに問11（１）の設問があるが、この介護保険料を

決めるためとの表現は、本調査のみで決められるものではないの

で、適切なのか。 

 

どのように修正できるか、事務局にて確認する。 

 

その他、質問等あるか。 

 

先ほど他の委員からご質問があった基本属性の性別の設問につい

て、近年の情勢の中で、性別の設問を削除していくのも理解できる

が、サービスを提供する側としては、男女の性別の違いで回答に違

いがあるのではないか。 

例えば社会参加の部分や家庭の生活の仕方等も、高齢者の方は男

女で違いがあり、それをひとまとめにしてしまうことによって、見

えなくなってしまう部分があるのではないか。 

 

項目をどうするか事務局として検討させていただきたい。 

 

基本属性の「（２）お住いの地域を教えてください」のところ

で、長岡地域がそれのみで非常にざっくりと書いてある。今回の実

現は難しいとは思うが、回答される方が、自分がどの包括圏域に住

んでいるか自覚的になれる設問だとより良いと思う。 

 

ご意見ということでだが、事務局。 

 

例年どういう状況で来たかというデータの積み重ねという形で設

問を変えずにいたが、いただいたご意見ももっともなので、次回以

降どのような形ができるかということも併せて考えていきたい。 

 

その他質問等あるか 

 

（なし） 
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福祉総務課長 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課長補佐 

 

 

福祉保健部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課長補佐 

 

 

 

〇議題（３） 

地域福祉計画アンケートについて、事務局から説明願う。 

 

（資料№3-1、3-2、3-3、3-4をもとに説明） 

 

地域福祉に関するアンケート調査について、質問等あるか。 

 

 （なし） 

 

日常生活の生活圏のニーズ調査等、大変な場面があるが、これは

市民の皆さんの声をお聞かせいただく部分になるかと思うので、事

務局の作業は大変だと思うが、よろしくお願いしたい。 

ここで、進行を事務局へお返しする。 

 

ありがとうございました。閉会にあたり、福祉保健部長よりごあ

いさつ申し上げる。 

 

まず、お忙しい中、長時間に渡り活発なご意見をいただき、感謝

申し上げる。時間がない中で、膨大な資料を事前送付させていただ

いたが、読み込んでいただき、本日様々なご質問やご意見をいただ

き、重ねて感謝申し上げる。 

令和６年度から次期計画が始まるので、来年度本格的に計画策定

をしていく。 

その中でも高齢者の方のさらなる健康の増進、フレイル予防ある

いは認知症対策ということにさらに力を入れて、いわゆる地域包括

ケアの推進等、健康寿命の延伸を一層図っていく内容にしていかな

ければと思っている。 

本日、そのための基本情報を得る調査について、皆様からご議論

いただいた。 

皆様から頂戴したご意見・ご指摘を今後できる限り反映をさせて

いきたいと思っている。 

今後も、変わらずご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ

る。本日は長時間にわたり、ありがとうございました。 

 

〇閉会 

 


